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1．ページ設定とページ数 

 

 マージンは左右が 20 mm，上方が 20 mm，下方が

25 mm 程度とし，2 段組で１段 25 文字 50 行を標準

とします．段幅は約 82 mm，段間隔は約 6 mm です． 

ページ総数は 6 ページ以下とし超過は認めません． 

 

2．タイトルページ 

 

 タイトルページは 2 つの部分で構成されます． 

(a) タイトル部分（題目，著者，所属，E-mail address，

キーワード）：横 1 段組 

(b) 本文部分：横 2 段組 

 このほかにヘッダが付きます．なおソフトウェア

によっては，タイトル部分とその下の本文部分が別

のファイルに分かれることがあります． 

 

(1) タイトル部分のレイアウトとフォント 

 タイトル部分の左右のマージンは，本文の左右の

マージンよりもそれぞれ１cm ずつ大きくとって下

さい．したがって，A4 用紙の幅に対して左右それぞ

れ 3 cm ずつのマージンをとります． 

 タイトルは A4 用紙の上辺に約 3 cm のマージンを

取り，センタリングします．以下次の順にタイトル

部分の構成要素を書いて下さい． 

和文タイトル：ゴシック体 20 pt フォント 

英文タイトル：Times New Roman 12 pt フォント 

   （その下に約 1.5 cm のスペース） 

和文著者名：明朝体 12 pt フォント 

英文著者名：Times New Roman 10.5 pt フォント 

   （その下に約 5 mm のスペース） 

著者所属：明朝体 9 pt フォント 

E-mail address：Times New Roman 9 pt フォント 

   （その下に約 1 cm のスペース） 

Key words：Times New Roman,italic,10 pt,5 語程度 

 著者と所属は肩付き数字で対応づけ，上記のよう

に並べて下さい．'Key Words' という文字はボール

ドイタリック体にします． 

 E-mail アドレスについては，掲載を希望されない

著者は記載の必要はありません． 

 

(2) 本文部分のレイアウトとフォント 

 本文とキーワードの間に約 1 cm のスペースを空け

てください． 

第 12 回土砂災害に関するシンポジウム論文集，2024 年 8 月 



 

 

 本文は 2 段組で，左右のマージンは 2 cm ずつ，段

と段との間のスペースは約 6 mm とします．下辺の

マージンは 25 mm です． 

 本文には明朝体 10 pt フォントを用いて下さい．

英数字は Times New Roman を用いてください． 

 

(3) ヘッダとフッタ 

 タイトルページのヘッダに「第 12 回土砂災害に関

するシンポジウム論文集，2024 年 8 月」を明朝体 9 

pt で入れます．ページ数については記入しないで下

さい．事務局が最終原稿に入れます． 

 

3．一般ページ 

 

 第 2 ページ以降の通常のページは上辺のマージン

を 20 mm とします．それ以外はタイトルページの

本文部分と同じレイアウトとフォントで本文を作成

します． 

 

(1) 脚注および注 

 脚注や注はできるだけ避けて下さい．本文中で説

明するか，もしくは本文の流れと関係ない場合には

付録として本文末尾に置いて下さい． 

 

4．見出し（見出しが１行以上に長くなるとき

はこの例のようにインデントして折りかえ

す 

 

(1) 見出しのレベル 

 見出しのレベルは 3 段階までとします．第 1 レベ

ルの見出し（章）はゴシック体とし，2．などの数字

に続けて書きます．また，見出しの上下にスペース

を空けます．このファイルのサンプルから分かるよ

うに，上を 1 行以上，下を 1 行程度空けて下さい． 

 

(2) 第 2 レベルの見出し 

 第 2 レベルの見出し（節）もゴシック体で，(4) な

どの括弧付き数字を付けます．見出しの上だけに 1

行程度のスペースを空けて下さい． 

a) 第 3 レベルの見出し 

 第 3 レベルの見出し（項）は，括弧付きアルファ

ベットを付け，上下には特にスペースを空けません．

第 3 レベルより下位の見出しは用いないで下さい． 

 

5．数式および数学記号 

 

 式や数学記号は次の式（1） 
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のように本文と独立している場合でも，
DC ，  z の

ように文章の中に出てくる場合でも同じ数式用のフ

ォントを用いて作成します．数式や数学記号の品質

が悪いと版下原稿として受け付けません． 

数式はセンタリングし，式番号は括弧書きで右詰

めにします． 

 

6．図表 

 

図表，写真はカラーでも結構です．  

 

(1) 図表の位置 

 図表はそれらを最初に引用する文章と同じページ

に置くことを原則とします．原稿末尾にまとめたり

してはいけません．また，図表はそれぞれのページ

の上部か下部に集めてレイアウトして下さい．図表

の横幅は，「2 段ぶち抜き」あるいはこのサンプルの

表-1 や図-2 のように「1 段の幅いっぱい」のいずれ

かとします．図表の幅を１段幅以下にして図表の横

に本文テキストを配置することはやめて下さい．図

表と文章本体との間には 1 行程度の空白を空けて区

別を明確にします．  

 

表-1 表のキャプションは表の上に置く．このように長い

ときはインデントして折り返す． 

 

 
図-2  図のキャプションは図の下に置く． 
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(2) 図表中の文字およびキャプション 

図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎな

いように注意してください．特にキャプションの大

きさ (9 pt)より小さくならないようにして下さい． 

長いキャプションは表-1 のようにインデントし

て折り返します．英文キャプションの場合は，見出

しを Table 1 や Fig. 2 として下さい． 

 

7．参考文献の引用とリスト 

 

参考文献は出現順に番号を振り，その引用箇所で

このように 1),2)上付き右括弧付き数字で指示します．

参考文献はその全てを原稿の末尾にまとめてリスト

として示し，脚注にはしないで下さい． 

 

8．最終ページのレイアウト 

 

論文は 6 ページを越えてはなりません．また，1 段

めと 2 段めの末尾の長さがほぼ揃うように調整して

下さい． 

なお，原稿受理日は原稿の締め切り日とし，参考

文献リストの最終行の次行に右詰めで書いて下さい．

9 pt のゴシック体を使用して下さい． 

 

謝辞：「謝辞」は「結論」の後に置いて下さい．見出

しとコロンをゴシック体で書き，その直後から文章

を書き出して下さい． 

 

付録 「付録」の位置 

 

 「付録」がある場合は「謝辞」と「参考文献」の

間に置きます． 
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